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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に左目用画像及び右目用画像を交互に表示することで、前記表示部に立体映像を
表示可能な立体映像表示制御装置であって、
　メガネ部における左目及び右目のそれぞれに対応する各シャッターの開閉動作を制御す
ることで、前記メガネ部を装着したユーザーによる立体映像の立体視を可能にする制御手
段と、
　前記表示部と、複数の前記メガネ部のそれぞれとの間の距離を測定する測定手段と、を
有し、
　前記制御手段は、前記測定手段の測定結果に基づいて、前記距離が所定値より短いと判
定した場合、前記距離が前記所定値より短いと判定した所定のメガネ部を装着したユーザ
ーが立体映像の立体視ができないように前記所定のメガネ部のシャッターの開閉動作を制
御することを特徴とする立体映像表示制御装置。
【請求項２】
　複数の前記メガネ部のそれぞれが備える固有のＩＤ情報を管理する管理手段をさらに有
し、
　前記制御手段は、前記管理手段が管理する前記ＩＤ情報に基づいて、複数の前記メガネ
部のうち、前記測定手段が前記距離を測定するメガネ部を選択することを特徴する請求項
１に記載の立体映像表示制御装置。
【請求項３】
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　前記制御手段は、前記測定手段の測定結果に基づいて、前記距離が前記所定値より短い
と判定した場合、前記所定のメガネ部を装着したユーザーが立体映像の立体視ができない
ように、前記メガネ部の左右のシャッターがともに開くように制御することを特徴とする
請求項１または２に記載の立体映像表示制御装置。
【請求項４】
　表示部に左目用画像及び右目用画像を交互に表示することで、前記表示部に立体映像を
表示可能な立体映像表示制御装置の制御方法であって、
　メガネ部における左目及び右目のそれぞれに対応する各シャッターの開閉動作を制御す
ることで、前記メガネ部を装着したユーザーによる立体映像の立体視を可能にする制御工
程と、
　前記表示部と、複数の前記メガネ部のそれぞれとの間の距離を測定する測定工程と、を
有し、
　前記制御工程では、前記測定工程における測定結果に基づいて、前記距離が所定値より
短いと判定した場合、前記距離が前記所定値より短いと判定した所定のメガネ部を装着し
たユーザーが立体映像の立体視ができないように前記所定のメガネ部のシャッターの開閉
動作を制御することを特徴とする立体映像表示制御装置の制御方法。
【請求項５】
　前記立体映像表示制御装置は、複数の前記メガネ部のそれぞれが備える固有のＩＤ情報
を管理する管理部を有し、
　前記制御工程では、前記管理部が管理する前記ＩＤ情報に基づいて、複数の前記メガネ
部のうち、前記測定工程において前記距離を測定するメガネ部を選択することを特徴とす
る請求項４に記載の立体映像表示制御装置の制御方法。
【請求項６】
　前記制御工程では、前記測定工程における測定結果に基づいて、前記距離が所定値より
短いと判定した場合、前記所定のメガネ部を装着したユーザーが立体映像の立体視ができ
ないように、前記メガネ部の左右のシャッターがともに開くように制御することを特徴と
する請求項４または５に記載の立体映像表示制御装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示部と、液晶シャッター等を備えたシャッター方式メガネ部を用いて、立
体映像の表示を実現する立体映像表示制御装置に関し、ユーザーと表示部との間の距離に
応じて、ユーザーに対する立体映像の立体視の制限を行なう立体映像表示制御装置及び立
体映像表示制御装置の制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　人間の両眼の視差を利用して、視聴者の左右の眼に異なる映像を見せることで、擬似的
に３Ｄ映像視聴を可能にする技術がある。３Ｄ映像視聴方式としては、映像表示装置に偏
光フィルタを設け裸眼視聴する方式と、シャッター方式、偏光方式、アナグリフ方式など
のメガネを用いた方式が実用化されている。
【０００３】
　なお、３Ｄ映像視聴に限らず映像の近接視聴は、視力の低下や映像変化に伴う視覚刺激
など、人体へ悪影響を及ぼし得るものであり、好ましいものではない。
【０００４】
　こうした近接視聴状態を回避するため、視聴者が所定距離より映像表示装置に近づいた
場合に、視聴者へ警告を行う技術（特許文献１参照）や映像表示装置の電源オフ処理を実
行する技術（特許文献２参照）が存在している。
【０００５】
　また、視聴制限をかける視聴距離の条件（以下、視聴制限距離）設定に関し、例えば映
像表示装置に出力される映像の解像度、画面サイズに応じて視聴制限距離を変化させる技
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術が、特許文献３によって開示されている。
【０００６】
　その他、映像表示装置と視聴者との距離に応じて、２Ｄ／３Ｄ映像表示を切替える技術
が、特許文献４によって開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平６－３８１４５号公報
【特許文献２】特開平８－６５５９９号公報
【特許文献３】特開２００８－４２３５３号公報
【特許文献４】特開２００３－１８５９６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記した従来の技術は、視聴距離をもとに視聴者への警告や、電源オフ
、表示映像の切替えを、映像表示装置側で行なう視聴制限技術である。
【０００９】
　そのため、視聴制限対象者以外の視聴者に対しても同様の制限をかけてしまい、３Ｄ映
像の視聴ができなくなることがあった。換言すれば、視聴制限対象者に限って、３Ｄ映像
の視聴を無効にすることができなかった。
【００１０】
　そこで本発明は、シャッター方式メガネを用いた立体映像表示制御装置において、表示
部と所定の距離よりも離れた位置のユーザーには立体映像を立体視可能とし、表示部に近
い位置にいるユーザーに対しては、立体映像の立体視を無効にすることを可能とした立体
映像表示制御装置及び立体映像表示制御装置の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した課題を解決するために、本発明は、表示部に左目用画像及び右目用画像を交互
に表示することで、前記表示部に立体映像を表示可能な立体映像表示制御装置であって、
メガネ部における左目及び右目のそれぞれに対応する各シャッターの開閉動作を制御する
ことで、前記メガネ部を装着したユーザーによる立体映像の立体視を可能にする制御手段
と、前記表示部と、複数の前記メガネ部のそれぞれとの間の距離を測定する測定手段と、
を有し、前記制御手段は、前記測定手段の測定結果に基づいて、前記距離が所定値より短
いと判定した場合、前記距離が前記所定値より短いと判定した所定のメガネ部を装着した
ユーザーが立体映像の立体視ができないように前記所定のメガネ部のシャッターの開閉動
作を制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、表示部と所定の距離よりも離れた位置のユーザーには立体映像を立体
視可能とし、表示部に近い位置にいるユーザーに対しては、立体映像の立体視を無効にす
ることを可能とした立体映像表示制御装置及び立体映像表示制御装置の制御方法を提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例に係る３Ｄ映像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明のシャッター方式メガネ部１５０の電源ＯＮ時の処理を説明するためのフ
ローチャートである。
【図３】本発明の実施例に係るメガネ制御情報記憶部７１５に記憶される、メガネ制御情
報管理テーブルを示したものである。
【図４】本発明の実施例に係るシャッター方式メガネ１５０の制御を切替える処理を説明
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するためのフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して、本発明の実施例を説明する。なお、本発明の技術的範囲は、特
許請求の範囲によって確定されるのであって、以下に記載する実施例によって限定される
ものではない。
【実施例１】
【００１５】
　以下、本発明の第１の実施例について説明する。図１は、第１の実施例を実現する３Ｄ
映像表示装置のブロック図である。３Ｄ映像表示装置は、３Ｄ映像表示部１００とシャッ
ター方式メガネ部１５０で構成される。
【００１６】
　３Ｄ映像表示部１００の各ブロックについてまず説明する。チューナ部１０２は、アン
テナ部１０１にて受信したデジタル放送波に含まれる所望のチャンネルについて映像・音
声情報を含む時分割多重化されたスクランブルＴＳデータに復調する。チューナ部１０２
が復調したスクランブルＴＳデータはデスクランブラ部１０３に出力される。
【００１７】
　デスクランブラ部１０３は、復調されたスクランブルＴＳデータを復号化し、復号化し
たデスクランブルＴＳデータをデコーダ部１０５に出力する。外部入力部１０４は、アン
テナ以外の外部からの入力信号をデコード部１０４での処理に適した信号にエンコード処
理し、デコード部１０４に出力する。また、外部入力部１０４は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登
録商標）やＩＥＥＥ１３９４といったネットワーク接続に対して、ネットワークコントロ
ーラとしても機能する。
【００１８】
　デコーダ部１０５は、デスクランブラ部１０３から入力されるデスクランブルＴＳデー
タを映像データ及び音声データに分離する。また、デコーダ部１０５は映像データ及び音
声データの各々を後段の映像出力制御部１０６及び音声出力制御部１０８への伝送に適し
た信号にデコード処理する。
【００１９】
　デコーダ部１０５は、外部入力部１０４からの入力信号に対しても映像出力制御部１０
６及び音声出力制御部１０８への伝送に適した信号にデコード処理を行う。なお、３Ｄ映
像表示部１００に入力された２Ｄ映像ソースを３Ｄ映像視聴する場合のフォーマット変換
は、デコーダ部１０５がその処理を担う。デコーダ部１０５で処理された３Ｄ映像信号は
、映像出力制御部１０６に出力され、音声信号は音声出力制御部１０８に出力される。
【００２０】
　なお、２Ｄ映像ソースを映像表示部１００において３Ｄ映像に変換する場合の他に、３
Ｄ映像のフォーマットで送信された映像データの入力を受ける場合がある。この場合には
、デコーダ部１０５において３Ｄ映像に変換する必要はない。
【００２１】
　映像出力制御部１０６は、デコーダ部１０５から入力される３Ｄ映像信号を、映像表示
部１０７の駆動信号に変換し、映像表示部１０７に出力する。これにより、映像表示部１
０７からは、シャッター方式メガネ部１５０を用いて３Ｄ映像視認が可能となる３Ｄ映像
が出画されることになる。３Ｄ映像は、左目用画像と右目用画像が交互に出力される。
【００２２】
　音声出力制御部１０８は、デコーダ部１０５から入力される音声信号を、スピーカ部１
０９の駆動信号に変換し、スピーカ部１０９に出力する。
【００２３】
　操作部１１１は、ユーザによる機器操作のためのキー操作を実現し、キー操作情報は制
御部１１０に伝える。リモコン１２１は、ユーザによるリモコン１２１を用いたキー操作
の情報を赤外線信号に変換し、出力する。リモコン受信部１１２は、その信号を受信しリ
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モコンキー操作の情報を制御部１１０に伝える。
【００２４】
　制御部１１０は、３Ｄ映像表示部１００の各機能ブロックを統括的に制御する。制御部
１１０は操作部１１１やリモコン受信部１１２からのユーザ要求に合わせ、所望の映像表
示を実現する。また、映像表示部１０７で出画される映像に合わせ、シャッター方式メガ
ネ部１５０のシャッター制御に必要な制御信号を生成し、通信部１１３を介してシャッタ
ー方式メガネ部１５０に伝達する。
【００２５】
　通信部１１３は、シャッター方式メガネ部１５０と通信可能な構成を有している。通信
部１１３は主にシャッター方式メガネ部１５０へシャッター制御信号を伝達する。また、
視聴距離解析部１１４と連携して、３Ｄ映像表示部１００と視聴者との視聴距離を測定す
る。
【００２６】
　視聴距離解析部１１４は、通信部１１３と連携して、３Ｄ映像表示部１００と視聴者と
の視聴距離を測定し、測定した視聴距離を制御部１１０に伝達する。なお、３Ｄ映像表示
部１００に対して、映像表示部１０７を別体で設けることも可能である。この場合には、
映像表示部１０７と視聴者との視聴距離を検出するのが望ましい。
【００２７】
　メガネ制御情報記憶部１１５は、後述するメガネごとの識別ＩＤと視聴距離及び視聴制
限に関する情報を管理するメガネ制御情報管理テーブルを記憶している管理部である。こ
のテーブルは制御部１１０の制御により情報の書き込み・変更が行われる。
【００２８】
　次に、シャッター方式メガネ部１５０について説明を行う。シャッター方式メガネは、
メガネの左右のレンズ部分が液晶によって構成されたものである。つまり、液晶部分はシ
ャッターとして機能する。この液晶シャッターを制御することで、左眼側の液晶シャッタ
ーを閉じて、右眼側の液晶シャッターを開けるといったことが可能となる。この場合には
、メガネをかけた視聴者には右眼だけで物体の視聴を行うことができる。液晶を利用した
シャッター方式メガネについては既知であるので、詳細な説明は省略する。
【００２９】
　まず、制御部１５１はシャッター部１５２のシャッター制御と、通信部１５３の通信制
御を行う。シャッター部１５２は、制御部１５１からのシャッター制御信号を受けて、右
眼側シャッター及び左眼側シャッターの開閉動作を行う。このシャッター制御信号は所定
のタイミングでそれぞれのシャッターの開閉動作を制御するために通信部１１３を介して
３Ｄ映像表示部１００から送信された信号である。
【００３０】
　通信部１５３は、３Ｄ映像表示部１００との通信を実現する。主に３Ｄ映像表示部１０
０から伝送される、シャッター制御信号を受信するために利用される。
【００３１】
　３Ｄ映像表示部１００と視聴者との視聴距離測定は、通信部１１３と通信部１５１に、
無線通信方式のひとつである超広帯域無線（ＵＷＢ：Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）
機能を持たせ、この技術の測距機能を使用することで実現できる。
【００３２】
　また、シャッター方式メガネのシャッター制御信号の伝送には、赤外線通信が想定され
るが、超広帯域無線（ＵＷＢ）通信で実現しても良い。
【００３３】
　なお、超広帯域無線（ＵＷＢ）通信を用いたシステム例としては、無線アドホックネッ
トワークを形成し、相互に通信を行ない、電話往復測距（ＴＷＲ）方式を用いて、３Ｄ映
像表示部１００とシャッター方式メガネ部１５０間の距離を測定する方法が挙げられる。
【００３４】
　以下では、視聴距離検出に超広帯域無線（ＵＷＢ）を用いた場合を例に、第１の実施例
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を実現する、３Ｄ映像表示装置の動作を説明する。
【００３５】
　図２のフローチャートを用いて、シャッター方式メガネ部１５０の電源ＯＮ時の流れを
説明する。この制御は、３Ｄ映像表示部１００とシャッター方式メガネ部１５０とによっ
て実行される。
【００３６】
　ステップＳ２０１では、ユーザがシャッター方式メガネ部１５０の電源をＯＮすると、
制御部１５１がこれを検出し、通信部１５３を制御することで３Ｄ映像表示部との間で超
広帯域無線（ＵＷＢ）通信を開始する。最初に、制御部１５１は３Ｄ映像表示部１００に
対し認証要求を行う。
【００３７】
　ステップＳ２０２では、通信部１１３がシャッター方式メガネ部１５０からの認証要求
を受信する。通信部１１３は認証要求を制御部１１０に通知する。制御部１１０に認証要
求が通知されることで、３Ｄ映像表示部１００はシャッター方式メガネ部１５０の電源が
ＯＮになったことを検出する。
【００３８】
　ステップＳ２０３では、機器認証のため、３Ｄ映像表示部１００の制御部１１０がシャ
ッター方式メガネ部１５０に対し、シャッター方式メガネを識別するためのＩＤ情報であ
る識別ＩＤの通知要求を行う。要求を受けたシャッター方式メガネ部１５０の制御部１５
１は、固有の識別ＩＤを３Ｄ映像表示部１００に通知する。
【００３９】
　続いて、ステップＳ２０４では、３Ｄ映像表示部１００の制御部１１０が通信部１１３
を介して識別ＩＤを取得し、取得した識別ＩＤをメガネ制御情報記憶部１１５のメガネ制
御情報管理テーブルに記憶する。
【００４０】
　メガネ制御情報管理テーブルの概念図を図３に示す。図３に示されるメガネ制御情報管
理テーブルの情報は、視聴制限距離は１００ｃｍに設定されていることを示している。ま
た、３Ｄ映像表示部１００と通信状態にあるシャッター方式メガネ部１５０は計４つある
ことを示しており、それぞれステップＳ２０３で取得した各メガネの識別ＩＤが対応付け
られている。
【００４１】
　識別ＩＤとしては、例えば、シャッター方式メガネのモデル名＋シリアルＮｏ．など、
複数のシャッター方式メガネがそれぞれ識別できるＩＤであればどのようなものでもよい
。
【００４２】
　最後に、Ｓ２０５では、制御部１１０は機器ＩＤを取得したメガネ部１５０の距離測定
を行う。本実施例の距離測定では、超広帯域無線（ＵＷＢ）技術の測距機能を用いて、３
Ｄ映像表示部１００の通信部１１３がシャッター方式メガネ部１５０との定期的な距離測
定を行う。距離は、通信部１１３によるＵＷＢの測距機能を利用して入手したデータを視
聴距離解析部１１４で解析することで距離のデータが得られる。測定した距離は、制御部
１１０がメガネ制御情報管理テーブルの該当する機器ＩＤのメガネの情報と関連付けて記
憶する。
【００４３】
　なお、３Ｄ映像表示部１００とシャッター方式メガネ部１５０との距離は、３Ｄ映像表
示部１００とシャッター方式メガネ部１５０を装着した視聴者との距離とほぼ等しい。従
って、この距離を３Ｄ映像表示部１００と視聴者間の視聴距離とする。
【００４４】
　また、この距離検出は、３Ｄ映像表示部１００及びシャッター方式メガネ部１５０の双
方の電源がＯＮの場合は、定期的に繰り返し実行されている。従って、メガネをかけたユ
ーザが移動すると、メガネ制御情報管理テーブルに記憶されている視聴距離情報も変化す
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る。
【００４５】
　以上の処理は、メガネの電源がＯＮになる都度実施される。これにより、複数のメガネ
の電源がＯＮとなった場合でも、各メガネについて、機器ＩＤと視聴距離とを管理するこ
とができる。
【００４６】
　次に、本発明におけるシャッター制御について、図４のフローチャートを用いて説明を
行う。この制御は、３Ｄ映像表示部１００において、３Ｄ映像を表示する処理が実行され
たことに伴って、自動的に実行されるものである。
【００４７】
　ステップＳ４０１では、制御部１１０が、メガネ制御情報管理テーブルに記憶されてい
る、制御対象のメガネの機器ＩＤに対応する視聴距離情報を読み出す。なお、テーブルに
管理されている機器ＩＤが複数存在している場合は、予め定められた優先順位に従い、視
聴距離情報を読み出すこととする。また、制御部１１０は予め設定された視聴制限距離も
メガネ制御情報管理テーブルから読み出す。視聴制限距離は、３Ｄ映像表示部１００の画
面サイズから導かれる適正視聴距離をもとに設定されている。本実施例では、メガネ制御
情報管理テーブルに記憶された視聴制限距離は１００ｃｍとなっている。しかし、この視
聴制限距離はユーザによって任意に設定しても構わないし、３Ｄ映像表示部１００が映像
の内容や視聴環境（明るさ）などを用いて動的に変化するように設定することも可能であ
る。
【００４８】
　ステップＳ４０２では、ステップＳ４０１で得られた視聴距離と視聴制限距離との比較
を行う。制御部１１０は、視聴距離と視聴制限距離とを比較し、視聴距離が視聴制限距離
よりも短い場合は、ステップＳ４０３に処理を進め、視聴距離が視聴制限距離以上である
場合はステップＳ４０６に処理を進める。
【００４９】
　ステップＳ４０３では、制御部１１０は、制御対象としている機器ＩＤのメガネが現在
３Ｄ映像視聴を制限しているかをメガネ制御情報管理テーブルの視聴制限フラグを参照す
ることで判断する。視聴制限フラグは、後述する３Ｄ視聴制限状態であるか否かを示す情
報である。このフラグが０の場合は３Ｄ視聴制限を行っていないことを示し、フラグが１
の場合は３Ｄ視聴制限中であることを示すものである。
【００５０】
　ステップＳ４０３において、制御部１１０は、制御対象の機器ＩＤに対応する視聴制限
フラグが０、つまり、視聴制限中ではない場合には、ステップＳ４０４へ処理を進める。
また、視聴制限フラグが１、つまり、視聴制限中である場合には、ステップＳ４０９へ処
理を進める。
【００５１】
　ステップＳ４０４では、３Ｄ映像表示部１００の制御部１１０がシャッター方式メガネ
部１５０に対し、超広帯域無線（ＵＷＢ）通信を用いて、３Ｄ映像視聴制限信号を送信す
る。３Ｄ映像視聴制限信号は３Ｄ映像視聴を無効とするためのコマンドと、制御対象とな
るシャッター方式メガネ部１５０の識別ＩＤとを含む信号である。この信号を受信したシ
ャッター方式メガネ部１５０の制御部１５１は信号に含まれる識別ＩＤから、自身に対す
る制御信号であるか否かを判定する。
【００５２】
　このケースは、今までは視聴制限距離よりも離れた位置で視聴していた視聴者が、視聴
制限距離よりも短い距離になるまで、映像表示部１０７に近づいたことを意味している。
従って、この視聴者に対しては、３Ｄ映像を継続して視聴させるのは望ましくない。そこ
で、制御部１１０は、この機器ＩＤに相当するシャッター方式メガネ部１５０をかけた視
聴者が３Ｄ映像を立体的に視認できないようにするための制御信号を送信するものである
。
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【００５３】
　ステップＳ４０４で送信された３Ｄ映像視聴制限信号をシャッター方式メガネ部１５０
の制御部１５１が取得する。そして、制御部１５１は、３Ｄ映像の視聴ができないシャッ
ター開閉動作に切り替えるようにシャッター部１５２を制御する。通常は通信部１１３か
ら送信されるシャッター制御信号に応じた開閉をシャッターがするように制御部１５１が
制御を実行している。
【００５４】
　しかし、３Ｄ映像視聴制限信号を受信した場合には、予め制御部１５１が有している特
定のシャッター制御信号を利用する。この特定のシャッター制御信号によってシャッター
部１５２の開閉動作を制御することで、このメガネをかけている視聴者に対して３Ｄ映像
視聴を無効にすることができる。即ち、制御部１１０が制御部１５１をコントロールする
信号を送信することで、実質的に制御部１１０がシャッターの開閉動作を制御することに
なる。
【００５５】
　３Ｄ映像を視聴するためのシャッター開閉動作とは、映像表示部１０７にフレーム単位
に表示される左目用画像と右目用画像の表示に同期させて、左眼側液晶シャッターと右眼
側液晶シャッターの開閉動作を制御するものである。つまり、左目用画像が表示されてい
る状態では左眼側液晶シャッターを開けるとともに、右眼側液晶シャッターを閉じる。右
目用画像が表示されている状態ではその逆の開閉動作が行われる。
【００５６】
　また、３Ｄ映像の視聴ができないシャッター開閉動作とは、左眼側及び右眼側の液晶シ
ャッターをともに開放状態として、映像表示部１０７で表示されている映像が立体的に見
えないようにする動作である。他にも、左目用画像が表示されているときに片方の目のシ
ャッターもしくは両方の目のシャッターを開放し、右目用画像が表示されているときに両
方の目のシャッターを閉じることで、２Ｄ映像を視聴させる制御であってもよい。もちろ
ん、両方の液晶シャッターを常時閉じるようにすることも３Ｄ映像を立体視できないよう
にする制御の一つである。即ち、視聴制限距離よりも映像表示部１０７に近い位置に存在
する視聴者が３Ｄとして見えない（立体視できない）ようにシャッター開閉動作を制御す
れば良い。このようにシャッター開閉動作を制御する特定のシャッター制御信号が制御部
１５１からシャッター部１５２に発行される。
【００５７】
　続いて、制御部１１０は、ステップＳ４０５において、メガネ制御情報管理テーブルの
視聴制限フラグを、０から１に書き換える制御を行う。つまり、今までは視聴制限フラグ
が０であった機器ＩＤに対して、今回、３Ｄ映像の視聴を制限するための３Ｄ映像視聴制
限信号を送信したことに伴って、フラグを１に変更する処理である。
【００５８】
　一方、測定した視聴距離が視聴制限距離以上の場合であるステップＳ４０６では、制御
部１１０は、制御対象としている機器ＩＤのメガネが現在３Ｄ映像視聴を制限しているか
をメガネ制御情報管理テーブルの視聴制限フラグを参照することで判断する。視聴制限フ
ラグは、上述したものと同じものである。
【００５９】
　ステップＳ４０６において、制御部１１０は、制御対象の機器ＩＤに対応する視聴制限
フラグが０、つまり、視聴制限中ではない場合には、ステップＳ４０９へ処理を進める。
また、視聴制限フラグが１、つまり、視聴制限中である場合には、ステップＳ４０７へ処
理を進める。
【００６０】
　ステップＳ４０７では、３Ｄ映像表示部１００がシャッター方式メガネ部１５０に対し
、超広帯域無線（ＵＷＢ）通信を用いて、３Ｄ映像視聴制限解除信号を送信する。３Ｄ映
像視聴制限解除信号は、３Ｄ映像視聴を有効とするためのコマンドと、制御対象となるシ
ャッター方式メガネ部１５０の識別ＩＤとを含む信号である。この信号を受信したシャッ
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ター方式メガネ部１５０の制御部１５１は信号に含まれる識別ＩＤから、自身に対する制
御信号であるか否かを判定する。
【００６１】
　シャッター方式メガネ部１５０の制御部１５１は、３Ｄ映像視聴制限解除信号を受け、
３Ｄ映像視聴が可能となるシャッター開閉動作に切り替える。つまり、３Ｄの視聴ができ
ない特定のシャッター制御を行っていたメガネ部に対して、その制御を解除するとともに
、３Ｄ映像表示部１００から送信されるシャッター制御信号に基づいたシャッター制御に
切り替える。これにより、このメガネをかけている視聴者は３Ｄ映像視聴が有効となる。
【００６２】
　このケースは、今までは視聴制限距離よりも短い位置におり、３Ｄ映像の視聴が無効と
なっていた視聴者が、視聴制限距離よりも遠い位置に移動したことを意味している。従っ
て、この視聴者に対しては、３Ｄ映像の視聴を無効にし続けるのは望ましくない。そこで
、制御部１１０は、この機器ＩＤに相当するシャッター方式メガネ部１５０をかけた視聴
者が３Ｄ映像を立体的に視認できるようにするための制御信号を送信するものである。そ
れが３Ｄ映像視聴制限解除信号である。
【００６３】
　続いて、制御部１１０は、ステップＳ４０８において、メガネ制御情報管理テーブルの
視聴制限フラグを、１から０に書き換える制御を行う。つまり、今までは視聴制限フラグ
が１であった機器ＩＤに対して、今回、３Ｄ映像の視聴を有効とするための３Ｄ映像視聴
制限解除信号を送信したことに伴って、フラグを０に変更する処理である。
【００６４】
　ステップＳ４０９は、メガネ制御情報管理テーブルで管理された、識別ＩＤ数を確認す
る。つまり、識別ＩＤ数は３Ｄ映像を視聴している視聴者の数に相当する。識別ＩＤが２
つ以上の場合は複数人で視聴していると判断してステップＳ４１０に進む。識別ＩＤが１
つの場合はステップＳ４０１に戻り、同一の識別ＩＤに対して再び、上述した制御を実行
する。
【００６５】
　ステップＳ４１０では、視聴距離の検出対象を他の視聴者、つまり他の識別ＩＤを有す
るシャッター方式メガネに変更する。そして、ステップＳ４０１に戻ることで、ここまで
制御したメガネとは異なるメガネの視聴距離の情報を用いて視聴距離に応じた視聴制御を
実行する。
【００６６】
　なお、ユーザがシャッター方式メガネ部１５０の電源がＯＦＦにした場合には、通信部
１１３と通信部１５３との間の通信が途絶える。これにより、制御部１１０はシャッター
方式メガネ部１５０の電源がＯＦＦになったと判断し、管理していたこのメガネの識別Ｉ
Ｄを破棄する。
【００６７】
　以上の制御を実行することにより、視聴距離に応じた３Ｄ映像の視聴有効／無効の制御
をメガネ毎に実行することができる。
【００６８】
　従って、所定の視聴距離よりも離れた位置の視聴者には３Ｄ映像を視聴可能とし、映像
表示装置に近い位置にいる視聴者に対しては、３Ｄ映像の視聴を無効にすることを可能と
した３Ｄ映像表示装置及び３Ｄ映像表示装置の制御方法を提供することができる。
【００６９】
　また、図４に示した制御フローを周期的に各識別ＩＤに対して実行することで、視聴中
に表示部に近づいてきた視聴者には３Ｄ映像から３Ｄ映像に見えない映像を視聴させるこ
とができる。これにより、視聴者は自分が視聴制限距離を超えて映像表示部に近づいたこ
とが認識できる。その結果、この視聴者は再び３Ｄ映像が適正に視聴できる距離まで自発
的に離れると考えられる。視聴可能な距離まで離れることで、再び、自動的に３Ｄ映像の
視聴が可能なようにシャッターの開閉動作が制御されるので、視聴者が何ら操作を行う必
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【００７０】
　さらに、識別ＩＤを利用して、３Ｄ視聴を可能とする視聴者と３Ｄ視聴を無効とする視
聴者をそれぞれ制御することができる。視聴距離が視聴制限距離より近づいた視聴者に対
して、３Ｄ映像視聴を無効にすることが可能となる。映像表示部１００の３Ｄ映像表示は
維持されるため、他の視聴者は３Ｄ映像を継続視聴することが可能となる。
【００７１】
　［変形例］
　続いて、上述した実施例１の変形例を説明する。３Ｄ映像視聴の制限をかける手段とし
て、シャッター方式メガネ部１５０のシャッター開閉制御を切り替え、３Ｄ映像として視
認させないことは有効である。
【００７２】
　しかし、視聴しているユーザの立場からすると、表示映像部１０７の出画映像が２Ｄ映
像に切り替わったのか、視聴距離が近すぎて３Ｄ映像の視聴を無効にされたのか、判断し
にくく、視聴者が戸惑ってしまうことも考えられる。
【００７３】
　一方、特定の視聴者の視聴距離が近いことを検出して、映像表示部１０７にその旨の警
告表示を行うことも考えられる。しかし、このような警告表示は、３Ｄ映像視聴制限がか
けられていない視聴者の目にも留まることになり、混乱を招く虞もある。
【００７４】
　これを解決するために、視聴者個別に通知する手段を設け、視聴制限時に視聴制限対象
者だけに通知する方法が望まれる。
【００７５】
　そこで、図１に示したシャッター方式メガネ部１５０に、光信号を用いた視覚伝達によ
る通知部、もしくは、バイブレータ振動などを用いた触覚伝達による通知部、または小型
ブザーなどを用いた聴覚伝達による通知部を設ける。そして、自身に対して３Ｄ映像視聴
制限信号を受信したシャッター方式メガネ部１５０の制御部１５１は、この通知部を動作
させることで、このメガネをかけている視聴者に対して、警告を認知させる。
【００７６】
　シャッター方式メガネ１５０に上述のような通知部を設け、視聴制限距離よりも表示部
に近い位置に存在する場合に、この通知部を動作させる。このような制御を実行すること
で、より確実に、視聴者に対して視聴距離が不適正であることを通知することが可能とな
る。
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